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１０月３０日（土）北海道教育大学准教授の佐藤香織先生を講師に迎え、セミナーが行われました。 

会場は⻲⽥交流プラザの大会議室、出席者は１８名でした。 
「日本語学習支援者に求められるもの―今後の可能性と次の世代をどう育てるか―」についてお話しされました。 

 
日本語学習支援者に今求められるものは「地方における外国人住

⺠と地域社会住⺠の共生・協働を促進する人材」「外国人住⺠に寄
り添える人材」「外国人住⺠と日本人住⺠をつなぐ人材」「想像⼒を
持てる人材」などが挙げられました。 
 日本語学習支援者に必要な⼒として「異文化や異なる背景を持つ
人々への好奇⼼・受容⼒・柔軟性」を持ち⾃⼰成⻑・進化し続けら
れ、地域にイノベーションを起こせるような⼒が望ましい。「やさ
しい日本語」で「生活者としての外国人」に対しどのように接する
か考えることなどが挙げられました。 
 昨年から先生が部門⻑として取り組んでいる教育大でのプロジ
ェクトについてもお話しされました。 
「国際地域イノベーター人材養成プログラム」（国プロ）は観光や教育の面のみならず、様々な地域課題を多角的
に捉え、グローバル共生社会を主導する革新的な人材を養成することを目的に開設されました。 
その中の「日本語学習支援」を専攻科目とするプログラムでは、日本語そのものの知識だけではなく、日本語学
習支援の方法やコミュニティーステラテジーの養成、学習者の背景に関する理解と多文化共生についての知識・
実践⼒の養成などを学びます。若い人材を育てていくことで、現在抱えている様々な問題を解決していこうとい
う取り組みです。 
 最後の２０分で「日本人住⺠と外国人住⺠の相互理解を深めるための具体的活動を考える」をテーマにワーク
ショップをしました。４つのグループに分かれ、活発に意見が出されました。 

  
日本語学習支援者の役割について認識を新たにした１時間半でし

た。日本語を教えるだけではなく、外国人と地域の住⺠が共生・協働
していくために⾃分ならどのようなことができるか、これから考え
ていこうと思いました。また、佐藤先生が若い学生たちにこのよう
な働きかけをされているのを知って、この先が明るくなるような気
がしました。 
 

 


